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　（第１次）静岡県循環器病対策推進計画　（計画期間：R4～5）

全体目標
　　第１節　健康寿命の延伸
　　第２節　年齢調整死亡率の減少

第３章

基本的事項
　　第１節　計画策定の趣旨
　　第２節　計画の位置づけ
　　第３節　計画の期間

第１章

循環器病の現状
　　第１節　生活習慣
　　第２節　脳卒中
　　第３節　心血管疾患

第２章

分野別施策
　　第１節　循環器病の診療情報の収集・情報提供体制の整備
　　第２節　循環器病の予防や正しい知識の普及啓発
　　第３節　保険、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実
　　第４節　循環器病の研究推進　
　　

第４章

計画の推進体制と評価
　　第１節　推進体制
　　第２節　新型コロナウイルス感染症を踏まえた対策
　　第３節　計画の評価・見直し
　　

第５章



　（第１次）静岡県循環器病対策推進計画　第１章　基本的事項

１　計画策定の趣旨

　　　令和元（2019）年12月1日施行の循環器病対策基本法に基づき、

　　　新たに静岡県循環器病対策推進計画を策定した。

２　計画の位置づけ

　　　・　国の「循環器病対策推進基本計画」を基本とした、

　　　　　本県における循環器病対策を推進するための計画

　　　・　静岡県の新ビジョン（総合計画）の分野別計画であり、

　　　　　第８次静岡県保健医療計画等と整合

３　計画の期間

　　　　令和４年度～令和５年度の２年間



　（第１次）静岡県循環器病対策推進計画　第２章　循環器病の現状

○本県における2021年の死亡者数

　　　　脳卒中：　　　3,605人

　　　　心血管疾患：6,675人

両者を合わせた循環器病は、がんに次ぐ第２位の死亡要因

循環器病：10,280人

出典：厚生労働省「人口動態統計（令和３年確定数）」
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　（第１次）静岡県循環器病対策推進計画　第３章　全体目標

１　健康寿命の延伸
　　
　○　2016年（H28）を基準とし、他の施策とともに、
　　　2040年までに健康寿命を３年以上延伸

区分
基準値

（2016年）
目標値

（2040年）
目標値の考え方

男性 72.63歳 75.63歳以上 国の循環器病対
策推進基本計画
による

女性 75.37歳 78.37歳以上

男女計 74.02歳 77.02歳以上



　（第１次）静岡県循環器病対策推進計画　第３章　全体目標

２　循環器病の年齢調整死亡率の減少
　　
　○　2018年（H30）を基準とし、循環器病の
　　　年齢調整死亡率を減少

疾患 性別 基準値
（2018年）

目標値
（2023年）

目標値の
考え方

脳卒中 男性 39.3 37.8 第８次県保健医
療計画の目標値

女性 21.6 21.0

心血管
疾患

男性 59.6 改善 国の循環器病対
策推進基本計画
による女性 28.6 改善



　（第１次）静岡県循環器病対策推進計画　第４章　分野別施策

第３節　保健、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実

　○救急医療の確保をはじめとした循環器病に係る医療提供体制の構築等

　　　＜主要課題＞

　　　　  ・救急搬送

　　　　　・医療連携

　　　＜施策の方向性＞

　　　　　・患者、家族への適切な情報提供

　　　　　・二次予防に重要な高血圧及び脂質異常症をはじめとする

　　　　　　生活習慣病の厳格な管理

　　　　　・これらの役割を担うかかりつけ医向けの研修会等

計画期間中の取組 目標

循環器病対策の医療連携に関する
研修会開催回数

年間６回開催

心不全手帳を導入する患者の再発防止 導入１年後の再入院率20%未満



　（第１次）静岡県循環器病対策推進計画　第５章　計画の推進体制と評価

１　推進体制

２　新型コロナウイルス感染症を踏まえた対策
　　　　新型コロナウイルス感染症の重症化のリスク：高齢者、基礎疾患

　　　　新型コロナウイルス感染症の合併症：血栓症を合併する可能性

　　　　　　　　　　　　↓

　　　　生活習慣病の早期発見・早期治療は、循環器病の予防に資するのみならず、
　　　新型コロナウイルス感染症の重症化を防止

３　計画の評価・見直し

　新型コロナウイルス感染症に対する医療と、循環器病等のその他の疾患に対す
る医療を両立して確保することを目指し、適切な医療提供体制の整備を進めるこ
ととする


